








の
全
国
優
勝
そ
し
て
20
年
ぶ
り
の
甲
子
園

出
場
そ
れ
も
準
優
勝
と
い
う
素
晴
ら
し
い

結
果
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た。

ま
た、

高
商
野
球
部
の
こ
の
様
な
素
晴

こ
の
度
の
東
京
支

ら
し
い
結
果
は
監
督、

選
手
は
勿
論
で
す

部
会
報
紙
「
紫
雲
会

が、

3
年
前
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付

東
京」

10
号
紙
発
行

金
に
よ
る
雨
天
練
習
場
の
完
成、

ま
た、

に
あ
た
り
一

言
ご
挨

今
回
の
甲
子
園
出
場
に
伴
う
寄
付
金
の
お

拶
を
中
し
上
げ
ま
す。

か
げ
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

東
京
支
部
の
皆
様
に
は
益
々
ご
清
祥
の

せ
ん。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す。

げ
ま
す。

日
頃
は、

紫
雲
会
に
格
別
の
ご
支
援
ご

甲
子
園
で
の
決
勝
戦
の
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け

理
解
を
賜
り
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す。

し
た
瞬
間、

選
手
達
の
無
念
さ
が
ア
ル
プ

今
年
も
3
0
4
名
の
卒
業
生
が
巣
立
っ

ス
ス
タ
ン
ド
ヘ
伝
わ
っ
て
き
た
が、

私
は

て
ゆ
き
卒
業
生
は
総
勢
約
3
万
4
千
人
を

選
手
達
に
言
い
た
い
！

超
え
ま
し
た。

「
選
手
諸
君
泣
か
な
く
て
い
い、
顔
を
あ

東
京
支
部
を
は
じ
め
全
国
で
多
く
の
卒

げ
て
く
れ。

本
当
に
素
敵
な
春
を
あ
り
が

業
生
が
活
躍
し
て
お
り
歴
史
と
伝
統
あ
る

と
う」

ま
た
「
春
に
残
し
た
忘
れ
物
を
取

高
松
商
業
を
誇
り
に
思
う
次
第
で
あ
り
ま

り
に
夏、

ま
た
来
よ
う」
。

す。

こ
れ
か
ら
も
東
京
支
部
の
皆
様
と
と
も

こ
の
度
高
商
野
球
部
の
活
躍
は
ご
承
知

に
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で、

の
通
り
で
あ
り
ま
す。

今
後
と
も
ご
支
援
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ

東
京
支
部
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
全
国
の

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す。

最
後
に
な
り

卒
業
生
は
高
商
野
球
の
復
活
を
首
を
長
く

ま
し
た
が、

紫
雲
会
東
京
支
部
の
益
々
の

し
て
待
ち
望
ん
で
い
ま
し
た
が、

昨
秋
の

ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶

四
国
大
会
で
の
優
勝、

明
治
神
宮
大
会
で

と
い
た
し
ま
す。

い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た。

同
じ
高
松
商
業
の
卒
業
生
と
い
う
絆
で

ア
ル
プ
ス
席
が
一

体
と
な
っ
て
丹
校
の
応

援
を
し
た
素
晴
ら
し
い
雰
囲
気、

こ
れ
が

高
松
商
業
同
窓
会
の
良
さ
で
あ
り、

心
の

ふ
る
さ
と
高
松
商
業
へ
の
郷
愁
と
愛
着
心

が
一

度
に
大
き
く
開
花
し
た
瞬
間
で
も
あ

り
ま
し
た。

本
校
の
諸
先
輩
方
が
築
か
れ
た
伝
統
に

由
来
す
る
高
松
商
業
野
球
部
の
持
つ

求

心
力
の
強
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、

私
達
に
夢
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
選

手
と
長
尾
監
督
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す。今

後
も、

こ
の
甲
子
園
で
の
応
援
で
強

ま
っ
た
紫
雲
会
本
部
及
び
東
京
支
部
と
の

連
携
協
調
の
輪
を
よ
り
一

層
深
め
る
べ
く、

紫
雲
会
活
動
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す。最

後
に
な
り
ま
し
た
が、

紫
雲
会
東
京

支
部
の
今
後
の
益
々
の
ご
発
展
並
び
に
会

員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
し
て、

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す。
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紫
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紫
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東
京
支
部
の
皆
様

に
は、

益
々
ご
清
祥

の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す。

東
京
支
部
挙
げ
て

応
援
さ
れ
た
昨
年
の
秋
の
明
治
神
宮
野
球

大
会
で
の
優
勝
に
続
く、

母
校
高
松
商

業
野
球
部
の
春
の
二
十
年
ぶ
り
の
甲
子

園
大
会
出
場
が
、

私
共
大
阪
支
部
に
と

り
ま
し
て
も、

最
大
の
行
事
と
な
り
ま

し
た。学

校
と
紫
雲
会
本
部、

東
京
支
部
と
連

携
し
な
が
ら、

甲
子
園
の
応
援
準
備
の
協

力
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が、

な
か

な
か
こ
う
い
う
機
会
に
は
恵
ま
れ
な
い
貰

重
な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た。

大
会
期
間
中、

連
日
始
発
の
新
幹
線
に

乗
っ
て
甲
子
園
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り、

受
付
を
一

緒
に
し
ま
し
た
東
京
支
部
長
の

北
條
様、

副
支
部
長
の
池
田
様
と
も
楽
し

5面

学
校
長
あ
い
さ
つ

香
川
県
立
高
松
商
業
高
等
学
校
長

S
51
年
卒

中
筋
政
人

紫
雲
会
東
京
支
部

の
皆
様
に
は、

日
頃

-
f

よ
り
大
変
お
世
話
に

�

な
っ
て
お
り
ま
す。

高
商
で
の
勤
務
は
二

年
目
に
な
り
ま
す。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す。

昨
年
は、

明
治
神
宮

野
球
大
会
及
び
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会

に
お
い
て、

募
金
や
球
場
で
の
応
援
な
ど

物
心
両
面
に
わ
た
り
多
大
な
る
ご
援
助
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す。

ま
た、

各
部
が
全
国
大
会
出
場
の
た
め
上
京
し
た

折
に
は、

激
励
や
食
事
会
へ
の
ご
招
待
な

ど
心
温
ま
る
お
も
て
な
し
を
い
た
だ
き
感

謝
に
堪
え
ま
せ
ん。

さ
て、

平
成
28
年
度
は、

全
日
制
課
程

9
3
9
名、

定
時
制
課
程
38
名、

合
計
9

7
7
名
の
生
徒
が
在
籍
し
て
お
り、

4
月

の
始
業
式
や
人
学
式
を
待
ち
か
ね
た
よ
う

に、

勉
強
や
部
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す。

新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り、

次
の
2

つ
の
こ
と
を
生
徒
に
伝
え
ま
し
た。
―

つ

目
は、

日
標
実
現
の
た
め
に
主
体
的
に
意

欲
を
持
っ
て
自
ら
取
り
紺
む
と
い
う
こ
と

で
す。

学
習
や
部
活
動
な
ど
に
お
い
て
は

「
や
ら
さ
れ
る」

の
で
は
な
く、

自
ら
考

え、

判
断
し、

責
任
あ
る
行
動
を
す
る
こ

と
が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す。

二
つ
目
は、

高
商
の
校
訓
「
至
誠
・

剛
健
•

協
同
・

勤

労
•

敬
愛」

を
高
い
レ
ベ
ル
で
実
践
す
る

と
い
う
こ
と
で
す。

こ
の
素
晴
ら
し
い
校

訓
を
高
校
生
活
の
土
台
に
し
て、

社
会
の

中
で
力
強
く、

か
つ
柔
軟
に
生
き
抜
く
カ

や、

目
標
を
実
現
す
る
力、

幸
せ
に
な
る

力
な
ど
を
養
う
と
と
も
に、

心
豊
か
な
人

に
な
っ
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す。

今
年
度
も、

教
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て

教
育
活
動
に
邁
進
す
る
と
と
も
に、

新
し

い
伝
統
を
築
く
べ
く
日
々
精
進
し
て
参
り

ま
す
の
で、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す。

紫
雲
会
東
京
支
部
の
一

層
の
ご
発
展
と

会
員
の
皆
様
の
ご
健
康、

ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に、

母
校
高
商

へ
の
益
々
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す。

• 

昭和31年卒業の皆さん

昭和55年卒業の皆さん

再生紙を使用しています。

逗ぢぷも呈祠逗嗣注

昭和43年卒業の皆さん
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来賓紫雲会本部 会 長 真鍋 健彦 来賓母 校 校 長 中筋 政人
II II 副会長 木村 玲子 II II 教 諭 小西 裕樹
＂ II 副会長 岡 義博 II ＂ 教 諭 中林 靖詞
” ” 副会長 松野 誠寛 ” II 前校長 横山 賢治
II ＂ 副会長 南 敬子 ” ” 元教諭 松原 真一
II 紫雲会大阪支部 支部長 北畠 昭二
II II 事務総長 池田 武彦＂ II 副支部長 小西 清廣
II II 事務局 小林 裕佳

昭和28年卒 佐々木 清 昭和36年卒 吉田 勝昭 昭和46年卒 本多 市子
” 28年卒 溝渕 利幸 ” 36年卒 太山 喜代ー II 46年卒 松本 裕美
” 28年卒 杉ノ内義春 ” 36年卒 田所 幸子 ” 46年卒 大北 敏博
” 28年卒 臭津 富夫 ” 37年卒 藤岡 孝之 II 49年卒 塚本 初江
” 28年卒 藤原 弘 ＂ 37年卒 小原 誠 ” 51年卒 萬納 宏俊
” 28年卒 多田 博彦 II 37年卒 飯間 勝 II 51年卒 三好 玲尉子
II 29年卒 尾路 護 II 37年卒 島原 俊二 II 51年卒 福西 佐都美
＂ 29年卒 鍋井 久信 II 37年卒 大野 昌三 ＂ 51年卒 今雪 博司
II 29年卒 三宅 寿美夫 II 37年卒 鹿庭 清司 II 51年卒 有馬 江利子
II 29年卒 平田 久子 II 37年卒 若宮 利夫 ” 51年卒 森 和代
” 31年卒 佃 昭幸 ” 37年卒 宮本 浩二 II 52年卒 秋山 典久
” 31年卒 松本 篤 ＂ 37年卒 軒原 勝 ” 52年卒 橋川 浪司
” 31年卒 佐々木 清 ” 38年卒 宮本 洋子 II 52年卒 帰来 美津子（高松）
II 31年卒 宇田川 四郎 II 38年卒 西尾 久史 II 54年卒 間瀬 理絵
” 31年卒 松下 雅子 ＂ 39年卒 桑島 恵美子 ＂ 54年卒 前田 裕弘
II 31年卒 福崎 恵美子 II 39年卒 入谷 稔 II 54年卒 田中 秀幸
II 32年卒 安西 愈 II 39年卒 北條 勇 ＂ 54年卒 堀 具英
II 32年卒 喜岡 進 ” 39年卒 大森 正 II 55年卒 漆原 慎二
” 32年卒 中村 福市 II 39年卒 池田 政廣 ” 55年卒 藤田 恵子
” 32年卒 佐々木 修 ” 39年卒 松濱 明貴 ” 55年卒 生駒 真澄
” 32年卒 榎本 恵一 II 39年卒 香西 久信 ” 55年卒 植野 淳子
” 32年卒 安西 彰 II 39年卒 黒川 絹代 II 55年卒 松井 千鶴（高松）
” 32年卒 谷本 清彦 II 40年卒 三木 準一 ＂ 55年卒 石浜 史枝（高松）
II 32年卒 片岡 英明 II 40年卒 久保 美伸 II 57年卒 池下 高広
II 32年卒 大野 勲 II 40年卒 高橋 正泰 ” 57年卒 小林 一昌
II 33年卒 小原 清 ” 40年卒 近藤 博子 II 58年卒 網谷 竜一
II 33年卒 小林 紀子 II 40年卒 谷川 生市 ” 59年卒 Jlf浪 明美
” 33年卒 岩瀬 埓 ” 40年卒 大谷 美恵子 平成 2年卒 岩本 真由美
” 33年卒 告川 俊夫 ＂ 40年卒 藤村 茂 II 2年卒 和波 高代
” 33年卒 柴原 昇 II 40年卒 村尾 寿世 ＂ 2年卒 井上 裕章
” 33年卒 八木 妃佐子 II 40年卒 鈴木 伸二 II 2年卒 森下 光一
II 33年卒 中西 勲 II 40年卒 山口 智三 ＂ 2年卒 三好 泰則
II 33年卒 木下 弘春 II 40年卒 太田 政輝 II 5年卒 島津 景子
II 33年卒 関 邦義 II 41年卒 土崎 幸夫 ” 6年卒 三好 さおり
” 33年卒 広瀬 好治 II 41年卒 西木 茂雄 II 6年卒 安井 章江
” 33年卒 植松 輝尚 II 41年卒 森 俊雄 ” 8年卒 石田 知行
” 34年卒 山中 イツ子 ” 42年卒 野網 千代江 ” 22年卒 帰来 宏
” 34年卒 海面 朗 II 42年卒 束 裕幸 ” 26年卒 植松 彩香
” 35年卒 楠 昭次郎 II 43年卒 森 克己 II 26年卒 石村 遥佳
II 35年卒 高畠 保 II 43年卒 木村 由美子 ” 26年卒 上高 貴弘
II 35年卒 多田 輝雄 II 43年卒 藤木 康男 II 26年卒 大窪 耀平
II 35年卒 山上 晟子 II 43年卒 岩井 忠照
” 35年卒 全丸 玲子 II 45年卒 高田 雅子 男性 女性 計

” 35年卒 久保 祐三 II 45年卒 久保 文典 来 賓 11 3 14 
” 36年卒 高畠 武司 ” 46年卒 藤川 和信 一般 93 39 13 

36年卒 末澤 晴代 46年卒 増田 裕一 21-29歳 1 ゜ 1 
” II 20戚まで 2 2 4 
” 36年卒 造田 貞男 fl 46年卒 串田 裕司 その他 ゜ ゜ ゜

II 36年卒 鈴木 芳徳 II 46年卒 岡本 えり子 計 107 44 151 
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安
西

愈
氏
は 、

紫
雲
会
東
京
支
部
長

と
し
て
2

期
6

年
に
わ
た
り 、

東
京
支
部

発
展
に
ご
尽
力
頂
き 、

民
主
的
な
支
部
活

動
の
基
礎
を
確
立
す
る
な
ど 、

多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た 。

そ
し
て 、

第
6

代
支
部
長
と
し
て 、

80
周

年
記
念
総
会
で
は
3
0
0

名
を
超
え
る
出

席
者
を
招
致
し 、

大
成
功
に
収
め
ら
れ
ま

し
た 。
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平
成
27
年
度

s

32

年
卒

安
西

愈

氏

s

32

年
卒

榎
本

恵
一

氏

s

36

年
卒

造
田

貞
男

氏
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榎
本

恵一
氏
は 、

紫
雲
会
東
京
支
部

の
創
設
75
周
年
を
機
に
新
し
い
「
同
窓
会

創
り」

を
目
指
し 、

会
則•
細
則
等
を
策

定
し 、

現
在
の
「
組
織
体
制」

を
築
か
れ

ま
し
た 。

そ
し
て 、

支
部
長
代
行
と
し
て
支
部
長

を
補
佐
し 、

東
京
支
部
発
展
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た 。

ま
た 、

75
周
年 、

80

周
年
「
記
念
総
会」
に
は 、

自
ら
陣
頭
指

揮
を
執
り
大
成
功
に
導
か
れ
ま
し
た 。

造
田

貞
男
氏
は 、

東
京
支
部
常
任
理

事
会
議
長
と
し
て 、

各
委
員
会
を
ま
と
め

各
種
計
画
を
実
施
さ
れ
ま
し
た 。

ま
た 、

会
報
委
員
長
と
し
て 、

会
報
「
紫
雲
会
東

京」

を
創
刊
号
よ
り
8

号
紙
ま
で
編
集
長

と
し
て 、

支
部
の
活
動
状
況
や
丹
校 、

紫

雲
会
本
部 、

大
阪
支
部
と
の
情
報
を
受
発

信
し 、

広
報
活
動
を
積
極
的
に
行
い 、

紫

雲
会
東
京
支
部
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た 。

■
平
成
28
年
度

s

32

年
卒

安
西

彰

氏

安
西

彰
氏
は 、

紫
雲
会
東
京
支
部
常

任
理
事
会
の
総
務
委
員
長
と
し
て 、

予
算

の
策
定
及
び
実
行
に
よ
り
支
部
会
計
の
明

確
化
の
確
立
を
築
か
れ
ま
し
た 。

ま
た 、

母
校
部
活
の
東
京
地
区
で
の
全

国
大
会
出
場
に
対
し
て
は 、

母
校
と
の
窓

口
と
し
て
応
援
体
制
を
作
り
母
校
へ
の
フ

イ
ー
ド

バ
ッ

ク
を
行
い
母
校
と
の
強
い
絆

を
作
ら
れ
ま
し
た 。

こ
れ
ま
で
紫
雲
会
と
の
窓
口
を
担
当

さ
れ
て
い
た
小
西
裕
樹
先
生
が
人
事
異

動
で
飯
山
高
校
に
移
ら
れ
ま
し
た 。

長

い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 。












